
メッセージ for Kids ～川崎の子どもたちへ～
川崎ブレイブサンダース 辻直人選手

こんにちは。川崎ブレイブサンダース 14 番、辻直人です。 

この状態になってから、子どもがいるんで、毎日、子どもたちと遊んだり、勉強を教えたり、

自宅でトレーニングをしたり、新しいことで言えば自宅でヨガをしたりして日々過ごしていま

す 。 

僕の幼少期は、よく両親から言われているのは、家の中を靴で走り回って、外で裸足になって

走り回るという、そういうやんちゃというかわんぱくな子どもだったみたいです。幼稚園もそう

ですけど、小中学校でずっと幼馴染として友達と仲良くさせてもらっていまして、小学校ではソ

フトボールとバスケットボールをやっていたんですけど、学校では休み時間はいつもバスケッ

トボールをして、休みの日もバスケットボールかソフトボール、自宅では夜になると裏で父親と

キャッチボールしたり、バスケットの練習をしたり、兄と家の裏の河川敷とかでバスケットの練

習もしたりよくしていました。友達には本当に恵まれていまして、いろいろと本当に助けてもら

って、今の自分がいると思っています。 

今までたくさん壁にぶち当たってきたんですけど、その度に先ほども言いましたけど、僕は周

りに恵まれていまして、先生もそうですけど、友人、チームメートといった人たちにとっても支

えられて、また両親や家族といった人たちにも本当に助けてもらって、数多くの壁を乗り越えら

れたと思っています。 

今、こういう状況ですが、必ず前の日常を取り戻せることができると思います。取り戻した暁

には、この自粛期間が無駄ではなかったと言えるように、またこの期間が自分を変える、自分を

成長させるチャンスだと思って、日々過ごしていただけたらと思います。 

僕は川崎の子どもたちを応援しています。 


